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今
年
の
夏
、我
が
家
の
駐
車
場
の
整
備
と
低
い

土
地
の
埋
立
て
を
、ス
コ
ッ
プ
と
一
輪
車
で
土
を
運

び
地
均
し
。ダ
ン
プ
カ
ー
三
台
分
の
砕
石
を
敷
き

整
地
。こ
の
間
、道
路
沿
い
な
の
で
、散
歩
の
人
、

農
作
業
の
人
に
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」「
毎
日

暑
い
で
す
ね
ー
」「
ガ
ン
バ
リ
ま
す
ね
ー
」「
熱
中

症
に
な
ら
な
い
よ
う
に
」
と
様
々
な
「
挨
拶
」
を
交

わ
し
た
。ま
た
、道
に
迷
わ
れ
た
方
に
順
路
を
教
え

て
あ
げ
る
と
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
と

丁
寧
に
頭
を
下
げ
ら
れ
た
。挨
拶
を
交
わ
す
度
に

心
地
よ
い
爽
や
か
な
風
が
吹
い
た
。

　

茅
野
市
で
は
地
区
や
行
政
区
で
地
域
に
合
っ
た

「
あ
い
さ
つ
運
動
」
を
し
て
い
ま
す
。七
月
二
十
四

日
の
新
聞
に
、北
山
地
区
社
協
「
あ
い
さ
つ
運
動
」

標
語
入
賞
六
人
（
北
山
小
五
年
生
）
を
表
彰
の
記

事
。事
務
局
よ
り
作
品
を
お
聞
き
し
ま
し
た
の
で

紹
介
し
ま
す
。

◎
あ
い
さ
つ
で
　
み
ん
な
の
心
に
　
火
を
灯
す

◎
あ
い
さ
つ
は
　
み
ん
な
の
元
気
を
　
出
す
魔
法

◎
あ
い
さ
つ
で
　
笑
顔
が
い
っ
ぱ
い
　
あ
ふ
れ
だ
す

◎
あ
い
さ
つ
で
　
笑
顔
を
た
く
さ
ん
　
広
げ
よ
う

◎
あ
り
が
と
う
　
言
わ
れ
た
人
は
　
う
れ
し
い
な

◎
あ
い
さ
つ
は
　
み
ん
な
の
元
気
の
　
も
と
に
な
る

　

出
会
い
は
ま
ず
「
あ
い
さ
つ
」
か
ら
。「
毎
日
毎

日
の
挨
拶
」「
一
期
一
会
の
挨
拶
」
は
大
切
。あ
い
さ

つ
は「
心
と
心
、人
と
人
」
を
結
ぶ
愛
の
か
け
橋
。

今
年
の
サ
マ
ー
ち
ゃ
れ
ん
じ
は

７
月
23
日
（
月
）
～
９
月
７
日
（
金
）
ま

で
市
内
の
福
祉
施
設
や
保
育
園
な

ど
で
32
人
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験

を
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
や
す
ら
ぎ
の
丘
で
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
を
し
て
い
る
東

部
中
学
校
の
伊
東
和
幹
さ
ん
を
訪

ね
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。
伊
東
さ

ん
は
３
日
間
の
体
験
で
す
が
、
こ

の
日
は
２
日
目
で
利
用
者
さ
ん
と

一
緒
に
お
や
つ
用
の
寒
天
の
型
ぬ

き
を
し
て
い
ま
し
た
。

痛くない？

大丈夫だわい

・やってみようと思ったきっかけは？

学校でチラシを見て、自分もお年寄りが好きなので、

一度体験したかったからです。

・気を付けていることってある？

施設に勤めている母から「してあげる」のではなく

「させていただく」という気持ちで…と言われそれを忘

れないようにしています。

・実際やってみてどう？

仕事は大変だけど、自分の知らないことを話してくれ

るし「ありがとう」と声をかけてくれるので、とてもやり

がいのある仕事だと感じました。学校が始まったら他の

体験をした友だちと話すのを楽しみにしています。

寒天の型抜き
うまくできるかナ
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利用者の声利用者の声利用者の声

運行協力員の声運行協力員の声運行協力員の声

定年後、 社会との接点を求
めて応募しました。
地方の問題として、 この制
度があれば安心して老後を
送れると思い、 また自分が
高齢になった時を想定し
て応募しました。
今はやりがいを
感じています。

出かける機会が少ないので、

協力員さんと気軽に話がで

きるのが嬉しいです。

何度も顔を合わす

協力員さんは、 自

分のことを分かって

くれているので安心

できます。

一人では出かけられない
けれど、 ヘルパーさんと
一緒に利用させてもらい
出掛けられる場所が
増えました。
来てもらって嬉しかった
です。

定年後、 都内から茅野市に

転居して知り合いづくりの一環

として、社協の門を叩きました。

社協を通じて、 知り合いの輪

が広がりました。

やらざあの協力員募集をみ
て応募しました。
主婦の空いている時間を
使っての協力ですが、 利用
者さんのありがとうの声が嬉
しいです。

社協の移送サービス
社協の移送サービス
社協の移送サービス

社協の移送サービス社協の移送サービス社協の移送サービス

運行協力員募集！！
（ボランティア募集）

運行協力員募集！！
（ボランティア募集）

茅野市社協では、運行協力員として

お手伝いしてくださる方を募集しています。

平日、午前８時３０分～午後５時の間で都合のつく
 曜日・時間で、車いすのまま乗降できる自動車による送迎、乗降介助
・自動車第２種免許か普通免許をお持ちの方
（普通免許の方は、事前に講習に参加していただきます）
・おおむね６５歳未満の方
・福祉に理解と熱意があり体力に自信がある方
・３０分…３５０円  ・別途交通費はありません

内容：

要件 : 

謝礼 : 

移送サービスへのお問い合わせ、ご利用及び、運行協力員への申し込みは、　　
社協７３－４４３１まで

移送サービスは市民参加型の福祉制度です。移送サービスを通じて社協や市の福
祉制度を理解していただき、地域活動と近隣の助け合いの大切さを知るきっかけ
づくりになればと思います。是非多くの皆さんのご協力をお願い致します。



こんにちはこんにちはこんにちは

ご利用頂ける方

ご利用方法

運行時間

運行区間

ご利用料金

茅野市社協では、心身の障害などで、一人でバスやタクシーといった公共交通機関を利用す
ることが困難な方を対象に、車いすのままで乗り降りできる自動車を使い、通院などの送迎を
お手伝いする「移送サービス」を行っています。
茅野市では、以前ボランティアさんが自家用車を使って送迎活動を行なっていましたが、要
望が多くなってきたことや安全面の配慮、また法令の問題などから市へ提言され事業化されま
した。誰もが安心して外出できるために、運行協力員も利用する側も市民の助け合いの中で行
われています。

市内在住で心身の障害などで、一般の交通
機関を利用して外出することが困難な方。

１冊５枚つづり（２ ,０００円）の利用券を
購入していただきます。利用の距離に応じ
て、利用券を運行協力員（運転手）に渡し
ます。

原則として月曜日から金曜日
　（祝日と１２月２９日から１月３日を除く）
原則として午前８時３０分から午後５時

①あらかじめ茅野市社会福祉協議会に利
用者登録し、利用券を購入していただ
きます。
②利用希望日時を、電話等で社協に予約
します。（希望日の２ヶ月前から２日前
まで）
③利用の都度、距離に応じて利用券を運
行協力員（運転手）に渡します。

茅野市内及び近隣の市町村（岡谷市、
諏訪市、下諏訪町、富士見町、原村）

年会費として１ ,０００円をお支払いいただ
きます。
年会費の期間は、毎年４月１日から翌年の
３月３１日までです。
※年度途中で会員になられた場合も、金額
は同額です。また、退会された場合の返
金はいたしません。

年　会　費

５ｋｍまで
５ｋｍを越え~１０ｋｍまで
１０ｋｍを越え~１５ｋｍまで
１５ｋｍを越え~２０ｋｍまで
２０ｋｍを越え~２５ｋｍまで

１枚
２枚
３枚
４枚
５枚

（４００円）
（８００円）

（１,２００円）
（１,６００円）
(２,０００円）

距　　離 利 用 券

社協の移送サービスです社協の移送サービスです社協の移送サービスです
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